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広報uゆうが

（旧国6）全国伝統弛

怪童翰漣艶会議総会關怒れる

飾
岩
見
町
、
山
口
県
長
門
市
、
愛
緩
県

伊
豫
市
、
徳
｛
島
県
阿
波
町
、
高
知
県

上
佐
町
・
土
佐
市
、
福
岡
県
筑
後
市
・

、
一

圃

互
［
倒

　
卜
月
．
一
日
、
．
．
　
目
目
向
市
で
全
国

伝
統
地
名
〔
旧
国
名
）
市
町
村
連
絡

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
で
は
、
．
兀
年
度
の
事
業

報
告
、
決
算
報
告
、
二
年
度
事
業
計

画
、
予
算
が
決
め
ら
れ
た
あ
と
役
員

改
選
が
門
甘
わ
れ
、
．
二
樹
…
博
市
長
が
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
連
絡
会
帖
議
は
、
伝
統
地
名
〔
旧

国
名
）
：
：
・
：
：
日
向
の
国
の
日
向
市
、

出
雲
の
国
の
出
雲
市
・
：
・
：
：
・
な
ど
を

名
称
と
す
る
市
町
村
が
．
観
光
・
物

産
の
紹
介
な
ど
に
よ
る
相
互
交
流
及

び
共
同
事
業
を
通
じ
て
友
好
を
深
め

る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域
の
振
興
に

貞
献
ず
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
六
十

　
年
に
設
h
広
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
旧
国
名
を
名
称
と
し
て
い
る
の
は
、

青
森
県
む
つ
市
、
秋
田
県
羽
後
町
、

福
島
県
い
わ
き
市
・
岩
代
町
、
干
葉

県
下
総
町
、
長
野
県
信
濃
町
、
石
川

県
加
賀
市
、
福
井
県
越
前
町
、
岐
阜

県
美
濃
市
、
∵
．
重
県
志
摩
町
・
伊
勢

市
・
伊
賀
町
、
滋
賀
県
近
江
町
．
京

都
府
丹
後
町
・
肝
羽
町
・
山
城
町
、

大
阪
府
摂
津
市
・
和
泉
市
、
兵
庫
県

淡
路
町
・
播
磨
町
、
岡
山
県
備
前
市
・

備
中
町
・
美
作
町
．
島
根
県
出
雲
市
・

5

豊
前
市
、
佐
加
．
県
肥
　
　
璽
囹

踊
輪
備
諏

市
二
十
一
町
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
市
町
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
訓

相
互
に
連
絡
、
協
議
　
　
　
　
　
　
囮
國

及
び
交
流
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
く
地
方

の
時
代
V
に
ふ
さ
わ

し
い
地
域
社
会
づ
く
一
3
を
進
め
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
．

　
共
同
で
行
う
事
業
と
し
て
、
全
国

伝
統
地
名
（
旧
国
名
）
市
町
村
ガ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
や
、
旧
国
名
市
町

村
観
光
物
産
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
交
流
の
促
進
を
は

か
り
．
あ
わ
せ
て
、
広
く
伝
統
地
名

市
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
旧
国
名
市
町
回
遊
記
念

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
お
求
め
に
な
り
、
旧
国
名
の
ま

、型

懲
隔
．
癖
し
騒
．

／一

夕

ち
か
　
巡
’

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

」
　
一
．
　
．

を
贈
呈
し
ま
す
．
．

　
皆
さ
ん
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

か
イ
ド
ブ
リ
ク
は
．
市
企
画
課
に
あ

り
ま
t
．

　
　
「 　

　
　
　
図

・國

A
図
ノ

　
　
　
　
　
。
ク

　
］
ノ
て
ス
タ
ン
7
を
果
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
一
τ
力
国
辱

　
力
草
、
三
六
力
国
回
遊
記
念
品

㎜霜〔劇嘔墨，即町判己縞倉量

下

広報uゆうが

『
う
る
お
い
レ
一
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』

　　
@　

s
民
講
演
馨

る
な
ど
、
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め

て
い
る
。

　
市
が
発
展
す
る
に
は
、
市
農
工
商

が
－
入
切
．
市
役
所
、
曹
厩
協
、
商
工
ム
云

議
所
が
協
力
す
れ
ば
、
市
は
発
展
す

る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
．
市
役
所
は

市
民
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
産
業
だ
と

慰
っ
て
い
る
。

　
　
日
本
は
木
と
紙
の
文
化

　
　
木
を
大
切
に
す
る
た
め

　
　
樹
医
制
度
作
る

　
そ
れ
と
、
一
．
一
十
年
間
の
海
外
生
活

を
通
し
て
、
西
欧
は
石
の
文
化
で
あ

り
、
日
本
は
木
と
紙
の
文
化
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
、
木
を
理

解
し
愛
し
て
い
く
教
育
を
進
め
て
い

る
。
ま
ず
校
舎
の
木
造
化
、
木
の
塗

り
絵
ブ
ッ
ク
作
り
で
あ
る
。

　
ま
た
、
植
林
と
間
伐
に
補
助
金
を

出
す
よ
う
に
し
、
木
を
大
切
に
す
る

た
め
に
樹
医
制
度
を
作
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
女
子
短
大
の
設
置
や
、

総
合
福
祉
カ
ー
ド
の
導
入
も
手
掛
け

て
い
る
。

　
大
学
の
先
輩
で
あ
り
、
経
済
界
の

先
輩
か
ら
「
経
【
経
営
　
　
は
行
〔
ぎ
ょ

う
）
な
り
［
と
い
う
こ
と
を
教
わ
っ

た
が
、
行
政
を
経
営
す
る
よ
う
に
な
っ

て
、
そ
の
意
味
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。
私
は
、
毎
日
が
行
だ
と
お
も
っ

て
い
る
。
市
長
の
任
期
は
四
年
。
す

で
に
五
百
四
十
五
日
の
行
は
終
わ
っ

た
。
残
り
九
百
何
日
を
一
所
懸
命
や

り
た
い
。
四
年
間
で
十
年
分
の
仕
事

を
や
る
つ
も
り
だ
。

●

　
全
国
伝
統
地
名
市
町
村
連
絡
会
議
に
出
席
の
た
め
来
市
さ
れ
た
．
岩
国

哲
人
出
雲
市
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
　
「
鄙
の
論
理
」
7
1
1
国
際
化
時

代
と
地
方
の
役
割
I
I
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．
．

　
会
場
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
八
百
人
の
聴
衆
が
つ
め
か
け
、
国
際
経
済

人
と
し
て
著
名
な
氏
の
講
演
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
氏
は
、
世
界
最
大
の
証
券
会
社
メ
リ
ル
・
リ
ン
チ
社
の
上
席
副
社
長
か

ら
人
口
八
万
人
の
地
方
自
治
体
の
長
へ
と
異
色
の
転
身
を
さ
れ
た
か
た
で
、

「
行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
だ
」
と
い
う
持
論
を
も
と
に
次
々
と
新

施
策
を
打
ち
出
し
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
．

　
講
演
の
要
じ
日
は
次
の
と
お
り
。

岩國哲人出雲市長

　
国
際
化
時
代
－
世
界
史

　
の
勉
強
が
大
切

　
い
ま
、
国
際
問
題
と
し
て
、
イ
ラ

ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
に
対
し
て
多

国
籍
軍
が
守
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、

日
本
が
ど
こ
か
の
国
に
攻
め
ら
れ
た

ら
、
守
っ
て
く
れ
る
国
が
あ
る
だ
ろ

う
か
？
な
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、

ク
ウ
ェ
ー
ト
に
は
原
油
が
あ
る
が
、

日
本
は
外
国
か
ら
見
る
と
資
源
が
な

い
か
ら
価
値
が
低
い
。
世
界
は
日
本

を
見
捨
て
て
も
、
日
本
は
世
界
を
見

捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
他
、

貿
易
摩
擦
の
問
題
も
あ
る
。

　
金
融
の
自
由
化
に
始
ま
り
、
今
や

国
境
な
き
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
国
際
化
時
代
を
生
き
抜
く
た
め

に
は
、
日
本
人
は
も
っ
と
世
界
史
を

勉
強
す
べ
き
だ
。

　
　
行
政
は
最
大
の

　
　
サ
ー
ビ
ス
産
業

　
行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
だ

と
い
う
の
が
私
の
持
論
。
出
雲
市
で

一
番
よ
い
会
祉
は
と
聞
か
れ
た
ら
、

そ
れ
は
市
役
所
で
す
と
市
民
に
い
わ

れ
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
待
つ
の

で
な
く
攻
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

一一 」

●
■

●▼

●
r響

3
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編集の都合で10月28日以降のプログ

ラムしか掲載していません。こ了承
ください。

競　　　　　技 期　　日 会　　　　場

ゲー　ト　ボール 11月1日 お倉ヶ浜総合公園多目的広場

柔　　　　　　　道 11月3日　・ 日向勤労青少年体育センター

睦　　　　　　　上 11月3日 大王谷運動公園陸上競技場

弓　　　　　　　道 10月28日 大王谷運動公園弓道場

サ　　・ノ　　カ　　一
Il月3日、11日

Q5日

お倉ヶ浜総合公園多目的広場
卲�H業高校グラウンド

ボ　ウ　リ　ン　グ 11月4日 マルセンボウル日向

卓　　　　　　　球 11月4日 日向勤労青少年体育センター

ソ　フ　ト　ボー　ル 11月4日」1日 お倉ヶ浜総合公園運動広場

ラ　　グ　　ビ　　一 11月4日、11日 お倉ケ浜総合公園多目的広場

軟　　式　　庭　　球 11月4日、11日 お倉ヶ浜総合公園庭球場

な　　ぎ　　な　　た 11月10日 日向市武道館剣這回

廊　　　　　　　手 11月23日 日向勤労青少年体育センター

テ　　　　ニ　　　　ス 11月23B、25日 お倉ヶ浜総合公園庭球場

バ　レ　一　ボ　一　ル 11月25日、12月9日 日向動労青少年体育センター他

四　半　的　弓　道 12月9日 金ヶ浜ドライブインテニス］一ト場

■文化部門

まず消そう

火への鈍感

行　　　　　　事 期　　　　日 会　　　場

日向市書道協会書二二 11月2日～5日 文化交流センター

日　向　書　美　会　書　道　展 り 〃

日本習字財団日向愛好会書道展
ρ
’ 即

日向市美術協会作品展 〃
F
7

日　向　人形教室作品展 〃
F
7

日半手芸愛好会作品展
F
’ 〃

青　　い　　鳥　　作　　品　　展 〃
F
’

日向市華道達盟諸流生花展
F9

戸
’

日　向写真協　会写真展
FP

戸
’

横山パッチワーク教室作品展 〃
’
F

日向はまゆう・ひまわり・老鴬俳句・短歌作品展 即 ’F

日向市茶道連盟各流合同茶会 11月3日 中央公民館

日向秋香会菊花展示会 11月3日一7B 市役所玄関
県民謡会日向支部秋季民謡民舞発表会 11月4日 中央公民館小ホール

県教職員退職互助会日向亀区会創作作品展示会 11月9日～11日 日向初感3F展示場

日向寒蘭同好会寒蘭花の展示大会 11月11日一12日 〃

日向市観世流謡曲同好会秋季謡曲大会 ll月18日 は　ま　ぐ　り荘

日　向　市　民　俳　句　大　会 11月18日
中　央　公民館レクレーション窒

第12回日向市合唱祭 11月25日 中央公民館小ホール

8ミリビデオ作品発表会 11月28日 中央公民館視聴覚室

第12回日向市民吹奏楽団定期演奏会 12月2日 文化交流センター

日向ボランティアフォーク・フォークコンサート 12月9日 中央公民館
日向門川おやこ劇場影絵劇「スイミー」 　　　　　　．oP2月16日 青少年体育センター

日　向　市　文　化　連　盟　祭 1月20日 中央公民鰭小ホール

第3回ドランカーズ肉声コンサート 1月26 ’F

藤本流三味線秀夫美花会新春発表会 1月27日 文化交流センター

烈

r〔

・理

ノラー

bノ、．

　　　　　勤

。

勿

無関心

多
∫
ヨ

1

ぺ》

鍵

スケジュールがかわる場合があります。市社会敏青課（8内縁2囑）で嬉認を！

『
一
一
九
番
』
は
、
落
ち

着
い
て
正
確
に
一

’

撃
≠
ぎ
か
’
、
（
」
（
3
レ
一
の
痛
…
ま
一
7
い
ケ
ー
ー
ス

か
報
告
さ
．
れ
げ
、
い
ま
す

　
お
年
寄
り
や
．
r
供
、
体
の
不
自
由

な
八
、
病
へ
を
火
災
か
ら
守
る
た
め

に
は
，
ゐ
氷
族
は
も
ち
ろ
ん
隣
近
所
の

援
助
や
協
力
が
大
切
で
す

　
幼
児
や
お
年
寄
り
だ
け
を
残
し
て

外
出
す
る
の
は
．
で
き
る
だ
け
避
け

た
い
も
の
で
す
　
や
む
を
得
な
い
場

合
は
、
必
ず
隣
近
所
に
一
声
か
け
て

出
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
．
小
う
．

IllljlllヒIllllllFIlllllllllFIIIIIIIトII「III「IIIIIIIIIIIIi111111111illlヒIII「IIIIIIIIIIIIIIi11111111111111111115111111レIIIトIIIIIIIIIIIIIIIllllllトIIIIIIIIIIIII

廃物利用の衆芳展
市内の小学生が夏休みに作った「廃物利用の作品」です。
みなユニークな作品ばかり。作品は、市民課のロビーに
展示中です。ぜひご若ください。

　　　　　　　廃物利用の作品一覧表」

、1年生忽さとうけんいち
　　　　たむら　ヒ㌧　き

　　　べ’きた．みき
・2年生諾　存　唯　　．
　　　1圭1．　川　　真　　】．

　　　　小　　li．　和　宏

　　　　菊　池　　　「γ
　　　巳，　軍．　に「．こ　　ヒ　　　1＿　　 ．Z再　　’，

　　　　児　　ト．　lr↑　好

　　　近　藤　　　愛
　　　　さ　ヒ　う　る．み
　　　　山乍：．｝い．1．：†

5年生囁・．甲　乞ま　こ　と

　　　　〔吋　野
　　　　児　　1・．　に　　｝‘

　　　條　 川　　庭　佳
　　　　田　 中　亮　 一・
　　　　￥　叱　聖　 満
6年生・．一・政　美　穂

　　　　小　 出　 附　
11転

　　　　児　　モミ　麻　 ．寒

　　　　児　　E　し㍉．　暉

　　　近　 Il藁　由＝　r
　　　　与　「県　瑞　 軸

　　　　藤　倉　　　恵

注1　．，．

．しりをり．

ふれ．．

．・ P〔一

wリ］一ノクー一一 ｦんr，㌦一．．’た．．τ．

．キ．r・ン．7．

一自どう・1〔．

．つllは． k．

　　コ　ヒ　ドァ　モ

・Pうび．んうけ．

’1．．に．Pう’、’クノ八・．オー．．． J・さ．

_ンプ・一

lT金；よこ一

えんひつ疏て．
コ．．Pしヒ7練i41土揚＿

メモホ．．一ド．

．貯金積一

小mL．
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火
竃
穴
蝋
㌔
L
L
ノ
＼
た
ホ
ツ
○
尺
の
∵
．
尺
一
一
．

へ
は
、
　
「
逃
げ
逞
れ
一
に
よ
る
三
4
の

鴫
、
す
・
乃
、
　
一
逃
げ
遅
れ
．
の
原
因
と

一
二
、
は
．
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

　
ノ
　
　
　
ゴ
　
　
　
　

ノ
　
　
＋
ヌ
斗

　
．
才
　
　
　
　
．

　
▼
火
災
に
気
付
い
た
と
き
に
は
火

炎
に
ま
か
．
れ
、
逃
げ
道
が
な
か
．
・
．
た

死
亡
原
因
の
約
三
割
が

「
逃
げ
遅
れ
」

　
約
5
．
〃
・
ー
ー
r
「
件
　
　
こ
れ
が
．
半
成

．
工
年
中
に
全
国
で
発
生
し
た
火
災
の

件
数
で
す
　
時
間
に
す
る
と
、
ほ
ぼ

」
へ
．
分
間
に
　
件
の
割
川
へ
口
で
火
…
嚇
火
が
起

－
二
．
て
い
・
○
こ
レ
一
に
な
り
ま
む
1

　
圭
た
、
穴
災
に
よ
る
．
叱
者
は
、
「

し
．
白
四
ト
ヒ
人
で
．
　
日
当
た
リ
．
瓦

人
’
つ
の
酋
ザ
い
止
上
へ
叩
」
山
た
．
わ
．
君
た
こ
一
レ
一

に
な
り
圭
す

六
分
間
に
一
件
の
割
合
で

火
災
発
生

か
、
ま
っ
た
く
気
付
か
な
か
っ
た

　
▼
糊
U
断
ね
に
欠
け
げ
・
い
た
〔
旧
叱
酔

な
F
二
か
、
あ
る
い
は
体
力
的
な
条

件
が
悪
か
っ
た
〔
病
気
な
F
二

　
▼
火
の
回
り
が
目
レ
く
、
ほ
レ
一
ん
ど

避
難
で
き
な
か
．
つ
た

　
▼
逃
げ
．
れ
ば
逃
げ
ら
れ
た
が
、
逃

げ
．
叩
ゆ
機
へ
．
ム
キ
一
実
’
．
（
心
〔
漕
捌
火
一
げ
ト
キ
つ

レ
「
一
て
い
て
煙
に
圭
か
．
刀
∵
⇔
な
レ
ニ

　
▼
僻
一
難
［
仔
動
に
・
へ
っ
メ
、
い
た
｝
が
、

逃
げ
切
れ
な
が
’
、
た
－

　
二
、
，
」
た
二
逃
げ
遅
れ
一
を
防
ぐ

に
は
．
何
よ
り
も
堅
一
火
災
に
気
付

く
こ
レ
一
で
す
　
と
は
い
え
、
火
災
は

わ
た
「
し
へ
．
．
『
リ
㍑
冷
目
…
見
め
’
・
い
フ
9
し
一
≧
ご

ば
か
り
起
こ
る
レ
一
は
隈
リ
圭
せ
ん

劇
実
、
焼
．
瞑
す
る
事
故
が
多
い
の
は

寝
’
、
い
る
閲
の
㌻
前
　
時
二
う
か
・
り

明
け
与
四
時
こ
ろ
に
か
け
て
で
す

　
そ
こ
’
．
・
、
火
災
の
．
見
張
り
爵
’

ヒ
ま
、
い
え
る
「
火
災
報
矧
機
」
を
取

り
何
け
る
の
も
．
つ
の
方
法
で
す

　
放
火
・
B
目
鼻
者
キ
一
除
叩
い
た
火
需
穴
に
」
♪

る
死
傷
者
を
年
齢
別
の
割
合
で
見
る

レ
一
、
六
卜
．
乱
歳
以
し
の
お
年
寄
り
と

幼
児
か
高
い
割
へ
目
を
．
．
乱
し
て
い
ま
す

　
お
年
寄
り
の
場
へ
昌
．
一
、
寝
た
ば
こ

の
．
李
始
末
か
ら
就
寝
中
に
寝
一
－
．
〔
に
火

か
燃
え
移
り
．
煙
に
巻
か
．
赴
る
ケ
ー

ス
・
や
．
　
一
人
で
（
L
托
一
語
♪
T
一
二
・
い
て

耽
4
1
物
に
火
が
つ
き
、
体
が
．
不
自
由
な

た
め
に
消
す
こ
と
が
で
き
な
か
r
．
た

ノ
と
．
悲
惨
な
例
が
み
ら
れ
ま
す

　
．
方
、
幼
児
の
場
合
は
、
親
の
．
留

守
中
に
火
災
が
発
生
し
、
逃
げ
出
せ

死
傷
者
は

幼
児
と
お
年
寄
り
が
多
い

ロ＼

防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

歯

そ
う

火
へ
の
鈍
感

無
関
心
」
を
統
「
標
語
に
、
秋
の
全
国
火
災
予

季
節
で
す
。

　
今
年
も
十
一
月
九
日

（
金
）
か
ら
十
五
日
（
木
）
ま
で
、

「
ま
ず
消

諭
じ
い
　
㌧

ち
ゃ
ん
が
笠
｝

留
守
番
ぞ
ず
略

よ
ろ
し
く
・
：
レ

十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
、

年
の
う
ち
で
最
も
火
災
の
多
い

笥
つ
9

F
ρ
【
ノ

、
．

6

曜　一

お
年
寄
り
や
子
供
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

饗
響f
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と　カご　中　．議　肖斤　男

’。擁

・o

墨
引
工

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
る
も
の

で
す
．
、

　
こ
の
物
産
・
風
物
展
覧
会
に
は
、

．
∴
樹
博
覧
疑
を
団
長
と
し
．
是
沢
芳

男
市
議
会
議
艮
、
星
野
孝
商
工
会
議

所
専
務
を
副
団
長
と
す
る
訪
中
団
（
市

議
会
議
員
九
人
、
市
職
員
　
∴
人
、
日

中
友
好
協
会
代
表
　
人
）
計
十
二
人

が
出
席
．
友
好
・
交
流
を
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
．
、

　
会
場
で
は
、
離
坊
市
が
買
い
つ
け

た
商
品
が
展
．
小
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、

ビ
デ
オ
や
写
直
κ
パ
ネ
ル
な
ど
に
よ
っ

て
　
日
向
市
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す

　
昭
和
九
卜
八
年
か
ら
交
流
を
深
め

昭
和
六
卜
　
年
一
．
月
に
反
好
都
市
締

結
を
し
た
離
坊
市
で
、
二
月
．
　
卜
　
．

日
か
ら
一
．
卜
八
目
ま
で
「
1
1
向
市
物

産
・
風
物
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
て

」
圭
釦
団

し
　
　
　
　
　
　
「

　
こ
れ
は
、
灘
比
巧
↑
巾
と
の
友
好
都
」
巾

締
結
．
周
年
を
記
念
し
て
、
昭
和
六

卜
一
．
年
五
月
、
日
向
市
で
「
中
国
離

坊
市
物
産
展
」
を
開
催
し
た
の
を
う

け
て
、
今
回
は
灘
坊
市
で
日
向
市
物

産
・
風
物
展
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
、
．
　
層
の
相
圧
理
解
と
友
好
を
深

●★坤葉

物産・風物展のシンボルマーク

日
向
市
物
産
・
風
物
展
覧
会

中
国
山
東
省
灘
坊
市
で

4

喬
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マ
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井上：義見さん

　
　
　
　
へ
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f・ｸ
h

　
〔

kノ

轄
、
必
・

本谷

　
校
長
と
し
’
、
初
め
一
、
赴
任
し
た
、

日
南
市
の
大
久
保
中
学
校
に
、
菊
づ

く
り
に
詳
し
い
用
務
員
さ
ん
が
お
ら

れ
た
の
で
、
こ
の
人
に
教
わ
r
．
た
の

が
私
か
菊
作
り
を
始
め
た
き
一
．
か
け

で
す
。
ヘ
ー
年
で
十
三
年
に
な
り
ま
す
．

　
そ
れ
か
ら
は
赴
任
先
の
学
校
で
は
、

校
内
美
化
と
f
供
の
豊
か
な
心
を
育

て
る
た
め
に
、
　
　
人
　
鉢
を
目
標
に

菊
作
り
を
指
導
し
て
き
ま
し
た

　
A
－
は
、
老
後
の
心
の
支
え
1
1
卜
菊
作

り
に
は
げ
ぞ
ん
鴫
、
い
ま
声
1
．

　
菊
作
り
　
　
中
で
も
、
遜
i
作
り

は
手
が
か
か
る
ん
で
す
よ
、
圭
ず
、

冬
の
問
の
土
づ
く
り
か
ら
始
ま
っ
て

∵．

詩
｠
か
ら
は
、
芽
が
伸
び
た
ほ
ど

つ
つ
芽
つ
み
を
行
い
、
竹
カ
ゴ
を
作
｝

一．

ﾄ
、
そ
れ
に
結
束
し
て
い
き
ま
す
．

そ
れ
か
ら
、
花
芽
の
伸
び
を
お
さ
え

与
一
q
1
5
一
ぴ

物
嚢
・
あ
泥
か
メ
畳
1
⑰

〈豚肉のワイン蒸し〉

高砂町

早田正江さん

材料　　（4人前）

豚肉力Lソ】目　　　　　1ド

き1レう［1　　　　　’i・：；．1

ノ　．r　ン．　　　　　　少’

しらしね（き　　　　　多め

しし．とう　　　　1r、．，．7

　．かの．）め　　　　　少’

ノし　L卸う｝わkさし：．｝、

血．レ執睡｝たさし．2，　こ．表、し叫こ

「カ　ノシ、みり／．」尺さし．2

Ol

碧鵬
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ゆ
℃
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順
『
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ワ
　
一
－
　
　

．
』
一
　
’
．
’

　
　
4
馳

る
薬
を
．
．
一
回
位
か
け
た
り
、
菊
は
．

特
に
病
気
に
，
4
4
い
の
で
、
消
．
．
母
し
た

り
…
…
シ
ニ
年
が
か
り
な
ん
・
す
。

　
て
も
、
懸
崖
作
り
は
、
…
つ
一
つ

の
花
は
小
さ
い
で
す
が
、
全
体
が
揃

う
と
豪
華
に
な
・
て
、
そ
の
美
し
さ

が
ま
た
た
ま
ら
な
い
魅
力
な
ん
で
す
．

で
き
上
が
っ
た
時
の
喜
び
て
、
そ
れ

ま
で
の
　
年
間
に
わ
た
る
苦
労
は
、

い
一
・
．
ぺ
ん
に
む
く
わ
れ
ま
す
ね
．

　
花
の
時
期
が
終
わ
る
と
．
ま
た
来

年
の
た
め
に
準
備
を
始
め
る
こ
と
に

な
る
わ
け
で
す
旧

　
菊
花
展
が
あ
一
・
．
て
る
と
、
レ
一
う
し

て
も
懸
崖
作
り
に
目
が
い
き
ま
す
．

　
こ
れ
ま
て
は
、
あ
く
ま
で
趣
味
と

し
て
菊
作
り
を
し
て
い
た
の
で
す
が

こ
れ
か
ら
は
よ
そ
へ
視
察
に
行
く
な

ど
し
て
幅
を
広
げ
た
い
で
す
ね
田
、

与
」
ほ
層
蟹
爆
l
O
魯
1
1
1
1
贋
學
1
や
一
塁

　1ソ＼の転勤で．25年前に鼎i（からこちらに来たん

ですが、今から18fl札’前になりますかね、保健所

で栄養学級というのがあって、それに通，たんで
寸一　そ．二．、、十1彗ノ　」ンクー一1レカあり圭して、二∫♪

時、63八中2名の賞をいただいてから特に料理．が
好きにな’りましてね、．今では料理f乍．7ては、近所

に配．てまわ一．．てるんですよ。

　〈作り方〉
①　豚肉は、一）すく油をひいたフライパンに．並べ、

ワインをかけて異し煮にする。取り出して冷まし、
　・11．大に切る

②ししとうは、油少々で平めて、塩を少々ふる。
．③　きゅうりはたんざくに切り、塩水につけたあ
ピサrし：ニヒる　4　ね殴よ正くさ：虹．mく．らし1に旧．（

切り、ざらします　5　たかのつめ1丸種を取り、
輪切りにする．、（⑤　タレは、焼き肉のタレぐらい
の濃さで．、あまり．甘くないよ．）に作る．，⑦．大き

な・器にきゅうりを並べ、真「ん中をあけて肉としし
とうを置き、中央・にねぎをこんもりと盛り、たか
のつめをちらしてでき．しがり。

　《メ　モ〉
　冷蔵庫で冷やしてもおいしいスタ．ミナ料理で．．札、

　お酒のつまみにも最適。おいしさの秘けつは、
1晃草雷門で求めた七色とうがらし入りの特製タレ
です。

　結婚32年、た婦円満の秘けつは、全てオリジナ
’しク）才∫L・しい零｝理・・・…

こ
の
ベ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
が
っ
く
る
ベ
ー
ジ
で
す
。
あ
な
た
の
身
近

．
な
か
た
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
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（
財
光
寺
・
切
2
）

　
甲
斐
拓
夫
・
恵
子
さ
ん
の

　
一
一
一
男
・
一
成
く
ん
↑
鰻
6
か
巳

あ
ん
一
3
く
一

同
二
割
と
⑰

婁

一
b

｝一一
炉

亨ζr
ゴ／

お
る
げ
ち
鳶

（
賜
光
寺
・
切
2
）

横
田
和
登
・
祥
子
さ
ん
の

長
女
・
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
（
3
載
3
か
月
）
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財光寺保育園

金丸賢吾くん（5歳）

「とσ16C遊σ」レ

財光寺保育園

柏田久美子ちゃん（5歳）
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一
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球
「
あ
ゆ
の
是
則
」

「
広
報
ひ
ゆ
う
が
し
に
職
つ
た
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
．

運
絡
先
市
企
回
，
広
報
続
蹴
尾
倉
㊥
を
1
1
1
内
線
2
2
1
3
）

唾
薯
乳
鯵
㌫
舵
爪
↓
露
轡
齢
爵
た
年
腕

，発足はいってすか
　昭和47年頃です

りPRをどうそ

　発足当初のチーム名は「若鮎」だったんてすが、

メンバーがだんだん年をと．っていきますので、昭

和50年から、現在の「あゆの是則」にしました

　現rl．メンバーは13人なんですが、練習はもち

ろん、試合でもなかなか全員が揃うことはないで
すね、ても、飲みノ∫となると集まるのは不思議てす、

　以前は、みんな勧ってよく練習もし、飲み方も

したものですが、今は、試合が練習みたいなもの

てす．．メンバーが山仕事をもっているのて、なか

なか．・緒に練占できませんね　それと、早朝の練

習は、布団の誘惑に負けてしまいますからネ＝

　でも、チームは長続きしているだけあって、本

番には強いんですよ　これまでに、県体にも6回

出場しましたし、昨年は、県体で準優勝しました

3年前には、市の選抜大会で優勝しています＝

　争議の県体爵選てはチ．一ムが不振で、上巳出場

がならなか一）たのが残念て、悔しくてたまりま廿

んでした　来年は心機一転、亀山出場を目指しま

すので、口と腕に覚えのあるかたはぜひj上畜して

ください
　上二T許【ま、　ナ己＝貝El　l量f↑ロ臣　lf　〔倉58一〔16〔｝21　ヨミーご

　　P「甲ア
6－L」叫“　一 4

幅

、
繭
緯
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傷
．
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旦
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化粧道具

424）へ

納粛醜
は縦

、又化財についての織

　
人
が
体
を
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
い
つ
の
頃
か
ら
で
し
ょ
う
．
．

　
東
北
や
関
東
地
方
の
遺
跡
か
ら
出

し
す
る
土
偶
の
中
に
は
、
顔
の
部
分

に
．
八
れ
墨
を
し
た
よ
う
な
表
現
の
紋

様
を
刻
ん
で
い
る
も
の
が
少
く
あ
り

　
　
　
　
　
こ
　
　

ま
せ
ん
．
、
ま
た
漆
を
塗
っ
た
櫛
が
出

土
し
た
遺
跡
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
県
内
で
は
、
宮
崎
市
の
観
光
地
と

し
て
知
ら
れ
る
子
供
の
国
の
西
側
に

　
ユ
つ
ぞ
え

あ
る
松
添
具
塚
か
ら
鯨
の
骨
を
利
用

し
て
作
っ
た
ヘ
ア
ピ
ン
が
”
身
を
飾

る
道
具
”
の
古
い
例
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
貝
塚
は
、
今
か
ら
約

五
〇
〇
〇
年
前
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
．
．
私
た
ち
の
遠
い
先
祖
も

け
っ
こ
う
オ
シ
ャ
レ
好
き
だ
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
縄
文
時
代
の
オ
シ
ャ
レ

に
は
、
も
う
ひ
と
つ
大
切
な
意
味
が

あ
一
．
た
よ
う
で
す
．

　
じ
つ
は
、
当
時
の
人
び
と
は
装
飾

や
化
粧
が
病
魔
や
悪
霊
を
退
散
さ
せ

る
と
信
ヒ
て
い
た
の
で
す
。
実
際
、

古
代
の
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
が
使
っ
て

い
た
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
に
は
、
ク
ジ
ャ

　
　
ほ
ニ
ダ
　
え
ド
へ
　
ロ
　
　

ク
石
や
方
鉛
鉱
と
呼
ば
れ
る
百
の
粉

が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
物
質
に
は
眼
病
の
予
防
効
果

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
エ
ジ
プ
ト
の
人
た
ち
は
、

様
ざ
ま
な
化
粧
品
を
入
れ
る
た
め
に

美
し
い
ガ
ラ
ス
容
器
を
持
ち
歩
き
、

櫛
㎜
や
小
型
の
鏡
も
持
っ
て
お
り
、
ワ
て

し
て
、
そ
れ
が
二
代
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ

ー
マ
に
5
1
き
継
が
れ
て
行
き
、
や
が

て
中
世
に
世
界
中
へ
広
ま
’
、
て
今
目

の
洋
風
化
粧
道
具
に
ま
で
発
展
し
て

き
た
の
で
す
．
、

　
こ
の
よ
う
に
化
粧
道
具
は
、
長
い

時
間
を
か
け
、
工
夫
に
工
夫
を
重
ね

て
き
た
も
の
で
す
か
ら
、
ご
婦
人
が

た
が
長
い
時
間
を
鏡
の
前
で
過
ご
し

た
り
し
て
も
、
男
性
諸
氏
は
決
し
て

苛
立
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
下
の
写
真
は
歴
史
民
俗
資
料
館
に

展
示
さ
れ
て
い
る
明
治
時
代
頃
の
化

粧
道
具
で
す
。

卿「「■闘整『喘！

ノσ，　L
化
粧
道
具

●



献血1δ心の贈06の

　　　11月のスケジュール

1日㈱　　旭化成日向化学晶工場　10コ0～15＝30

書5日㈲　　西目本システム塵設擁式金社　10＝oo～12＝oo

　　　　大　一　捺　染13＝30～14：30

　　　　實島遷送株式会社　15：00～16コ0
25日（日）毎々津運動広場　9100～15130

　　　　（日向市消防団協力）
27日㈹　 日本カーフェリー　10：00～12＝oo

　　　　秋田木材機械製作所　13：30～16：00

　　　　（日向東ロータリー協力）
30日囲　　財光寺中丸商店駐車場　田：oo～15＝oo

　　　　（日向ロータリー協力）

　　9月中の交通事故〈日向市分＞

　　　　　　　　　　　0内は先月比

　発　生　死　者　負傷者　物損事故

機」1嘉轟灘

　家屋を取り壊したら届け出を

　今年、新築、立ち退き、その他の理

由で家屋を取り壊されたかたは、税務

課資産税係へ届け出をしてください。

　この届け出がないと、固定資産課税

台帳に残ったままとなり、いつまでも

課税される場合があります。

　くわしくは、市税務課（8内線2113

・2114）へ。

9

サラリーマンの奥さん
忘れていませんか
　　　　　　　　　年金3号届

　昭和61年4月から新しい年金制度が
スター「 gし、サラリーマンの奥さん
（配偶者炉厚生年金や共済年金に加入

していて、被扶養者になっている奥さ

ん、またはご主人）は、「第3号被保

険者」という資格で国民年金に加入す
ることになりました。

　第3号被保険者は、保険料を納める

必要がありません。また、ご主人の給

料から奥さん。分まで天引きされるわ

けではありません。

　大変お得な資格ですが、市に届け出

（3号届）をしないと認められません。

また、2年を経過した分についても認

められませんので、第3号被保険者の

資格が得られたら速やかに3号届をし

てください。

＊事業所がしてくれるとは限りません。

　届け出には、健康保険証やご主人の

厚生年金手帳および印鑑を持ってきて
ください。

　くわしくは、市民課（8内線2137）

へどうぞ。

＝ふおとにゅ一す

▲いさいき日向、輝け女性
　第1回日向市女性フォーラムが9月30｝1中央公民館て開かれました、会場は

満員て、NHKアナウンサー広瀬久美子さんの「女の人生度胸しだい」という

テーマの講演に聞き入ったあと、5分科会に別れて討論が行われました、

蒋
《愛嬢県伊燦市長から「拒たる
　ま」の贈呈
　第5回全国伝統地名1旧国名：1

市町村連絡会議総、会か、10月2

日、3日開かれましたが、これ
に出席するために来市された、
愛媛県伊豫市の岡本要「千」艮から

．こ樹博．市長に「姫だるま」が贈

られました、

☆広報ひゆうがに載った写真をさしあげま跳前もって係までお電話を1

　
レ
月
一
一
十
七
日
か
ら
ト
　
月
瓦
日

…蘇
蘭
ｷ

だ
．
．
．　
　
團
留
困
』

壽
ゑ
富
G
島
冠
δ
8

　
（
児
童
町
け
〉

▽
な
つ
の
し
っ
ぽ
▽
魔
法
の
ア
イ
ロ

ン
▽
西
風
号
の
遭
難
▽
あ
そ
び
の
大

宇
宙
1
・
2
▽
ゆ
か
い
な
ゆ
う
び
ん

や
さ
ん
▽
バ
イ
バ
イ
ベ
イ
ビ
ー
▽
魔

女
た
ち
の
パ
ー
テ
ィ
▽
と
っ
て
お
き

の
夢
し
ょ
っ
て
▽
な
ぎ
さ
の
愛
の
物

語
▽
一
二
眉
描
　
　
　
ほ
か

　
（
一
般
向
け
V

▽
過
ぎ
ゆ
く
日
暦
（
松
本
清
張
）
▽
小

さ
な
や
わ
ら
か
い
午
後
（
椎
名
誠
）

▽
肯
同
校
中
退
（
西
里
治
）
▽
熱
血
ポ

醐
館
時
聞
1
1
平
日
が
午
前
9
時
半

か
ら
午
後
5
時
半
ま
で
。
土
・
日

は
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

休
館
日
1
1
毎
週
月
曜
日
と
毎
月
1

日
、
祝
日
も
。

冊
の
興
奮
、
一
冊
の
感
動

続
書
週
■
塞
つ
り

　
■
書
■
で
盲
モ
曙
う

と
　
き
■
m
月
2
8
H
午
後
1
時
鉤
分
～
　
…

と
こ
ろ
■
図
書
館
第
二
閲
覧
室

・
お
は
な
し
・
ぴ
ゅ
ん
ぴ
ゅ
ん
ご
ま
…

を
つ
く
ろ
う
・
ゲ
ー
ム
、
ク
イ
ズ

　
小
学
生
以
下
の
子
供
な
ら
参
加
は
…

自
由
で
す
．
、
み
ん
な
お
い
で
よ
ネ
．

ン
ち
ゃ
ん
が
行
く
ノ
．
〔
山
田
詠
美
）

▽
明
治
を
彩
っ
た
妾
た
ち
〔
阿
井
景

f
｝
▽
文
学
部
唯
野
教
授
〔
筒
井
康

隆
）
▽
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
ロ
ー
ド
〔
石

川
好
）
▽
渇
水
〔
河
林
満
）
▽
い
の

ち
の
小
さ
な
声
を
聴
け
〔
水
上
勉
・

灰
谷
健
次
郎
へ
▽
身
分
帳
〔
佐
木
隆

．
．
一
）
▽
消
え
た
人
々
（
佐
野
洋
）
▽
額

田
王
の
暗
号
（
藤
本
由
加
）
▽
涯
の

鷲
（
西
村
寿
行
）
－
I
I
i
ほ
か

☆みなさんの身近な話題、ホットなニュースを係までお寄せください。
広報‘｢ゆうが

▲最高齢衰彰
　9月29日から10月2ilま．．ご滋賀県で行われた、第3回全国

健康福祉祭びわこ大会て、卓球に出場した日向台の柏田熊蔵
さん〔：85歳〕が揖之高齢出場者”として、開会式で一かいつ

ぶり世一、閉会式で「敢闘賞」を受賞され、5日、．．礼樹市長

に受賞報告をされました、

▲1番第1ケート通過

　10月16日・1ア日の2日間にわたって、第1回「日向岬グリ
ーンパーク・ゲートボール九州大会」が盛大に開催されました。
　この大会には、九州各地から110チーム800人余が参加し、

秋晴れのすばらしい天候の．ド、ゲートボールを通して、お互
いの親ぼくを深めていました。
　開会式のあと、始球式が行われ、大会会長の三樹博市長、
大会実行委員長の原田和明さん、来賓の是澤芳男市議会議長
がみこと凹第1ゲート通過”すると、参加者から盛んな拍手
がわさ起こりました、

へ

ぜ

．鄭

▲大さくなってネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　富島河III漁協は、王0日5日、赤岩［IIと塩見II1にコイの稚魚9，000

匹、フナの稚魚6．OOO匹を放流しました．魚族の保護・増殖と、

河川美化を目的に毎年放流しているもので、今年も財光寺幼稚園
のよい．rたち70人が、「早く大さくな．）てネ」と声をかけて放流を

お手伝いしていました。

★連絡先／市企画課・広報統計係含52－2111内線2213
　．・．．．評ド「．．．．　．　卜

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

．」．、．　　．．へ　　心7．熱礎「＝鼠≒汐～・173療．；．㌃．し．

ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
い
受
給
を

　
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
を
受
け
て

い
る
人
は
、
正
し
い
申
告
を
し
て
い

ま
す
か
、
仕
事
に
就
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
申
告
せ
ず
に
失
業
し
て
い

る
と
偽
っ
て
、
不
正
に
失
業
給
付
を

受
け
る
な
ど
と
い
っ
た
不
正
行
為
が
、

依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
の
が
現

状
で
す
、
、

求
職
活
動
を

行
う
場
合
の
援
助
金

　
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
労
働

者
が
失
業
し
た
場
合
、
そ
の
人
の
生

活
夕
二
女
｛
疋
さ
せ
、
求
職
活
動
に
専
念

で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
早
期
に
再

就
職
で
き
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
離
職
す
れ
ば
、
必
ず

支
給
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

求
職
活
動
を
行
う
場
合
に
の
み
、
そ

れ
を
援
助
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
ま

す
。　
こ
の
失
業
給
付
は
．
労
働
者
お
よ

び
雇
用
者
が
負
担
す
る
保
険
料
や
．

国
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

不
正
行
為
に
は

倍
額
返
還
な
ど
の
重
い
処
分

　
不
止
受
給
と
は
、
本
来
．
失
業
給

付
を
受
け
ら
れ
る
状
態
に
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
虚
偽
の
申
告
そ
の
ほ

か
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て
、
失
業
給

付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
事
例
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

○
就
職
や
就
労
の
事
実
を
隠
し
た
り
、

　
偽
っ
た
申
告
を
し
た
り
す
る

○
就
職
や
離
職
の
事
実
が
な
い
の
に
、

　
架
空
の
届
け
出
や
申
告
を
行
う

○
内
職
や
手
伝
い
を
し
て
得
た
収
入

　
を
隠
し
た
り
、
偽
ρ
た
申
告
を
し

　
た
り
す
る

○
夫
業
の
認
定
を
他
人
に
受
け
さ
せ
、

　
虚
偽
の
記
載
を
し
た
離
職
票
を
用

　
い
る

○
各
種
証
明
書
を
、
偽
造
ま
た
は
改

ざ
ん
し
て
提
出
す
る

　
こ
う
し
た
不
正
行
為
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
よ
る
検
出
や
安
定
所
の
調

査
、
さ
ら
に
は
外
部
か
ら
の
情
報
提

供
に
よ
り
必
ず
発
見
さ
れ
、
不
正
受

給
金
の
倍
額
返
還
な
ど
の
重
い
処
分

を
受
け
ま
す
．
し
か
し
こ
の
よ
う
な

不
正
は
、
な
か
な
か
減
り
ま
せ
ん
。

　
労
働
省
で
は
、
十
一
［
月
を
コ
雇
用

保
険
”
さ
わ
や
か
受
給
”
推
進
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
受
給
資
格
者
お

よ
び
事
業
主
を
は
じ
め
、
広
く
皆
さ

ん
に
雇
用
保
険
制
度
を
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

受
給
す
る
よ
う
、
啓
発
活
動
な
ど
を

行
う
の
が
目
的
で
す
．

■
用
像
険
“
さ
わ
や
か
受
給
’

8



県
道
中
野
原
美
々
津
線
の
「
増
々
津
橋
」
が
工
事
の
た
め
1
0
月
か
ら
、
来
年
1
0
月
ま
で
全
面
通
行
止
に
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報1♪ゆう〔が

1

市民の声ホスト｛二訊1て

所圧の声盲」，i至L反臣二

三。沸轟集
婁児陣闇・㌔σFεLI「

　　7　　i
　　l　　i．

いさだく用ゴ
」

　
市
は
、
市
政
に
対
す
る
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
伺
う
た

め
、
市
民
の
声
ポ
ス
ト
を
庁
舎
玄

関
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

．
幣
院

i11門轡書誌
　　45678910i
　　11⑫13T415161ア…

　　1819202122⑳20
　　25　　26　　2ア　　28　　29　　30　　寧

・麟騰です
即位礼正殿の儀が行われる11月12日

が、国民の祝日に関する法律に規定す

る休日になりましたので、市役所も休

みになります。

●最低賃金を改正

　10月26日から県の最低賃金が「日額
3，737「［」」　　「β寺購】客頁468｝「」」　1二己5（ダ）’♪オし

ます，

　最低貨金は、ベートタイマー・、ア’し

バイトなどを含むすべての労働者に適

用されますので、事業主は同額以ヒの

賃金を支払わなければなりません

　肉製品・乳製品製造業なビ10．裳種に

ついては、産裳別最低賃金が定められ

ています。

　くわしくは延岡労働川州川州〔君
0982－34－3331）　〆＼こ

なくそう差別　守ろう人権

『税』　社会を維持する会費τす。

5i

●保留地を分譲

　梶イ（骨．空也堅陣三冬理∫也rノヨク）f呆留上也を

つぎの要領て茄姦します

対　　象■どなたでも

分譲区画■20区画

分譲与法■・般公募（申し込み順）

受付期間811月1日から

問い合わせ■．市都．市計画課区画肇各理係

　　　　　　〔費i人」辛泉26171

●市営墓地のご利用を

所ri：地■塩見・新財地　城山墓地
レ（：i由臼自汗責■4．圏1尾ノ∫メー　トノレ　9基他

　国や地方公共団体は、私たちが豊か

で安定した暮らしができるように、幅

広い活動をしています，

　私たちが納める税金は、国や地ノ∫公

共団体が活動をするための大切な財源

で．あり．私たちが牛旨の向．しと安定を

願う限り、どうしても負担しなければ

ならない．兵同社会を維持するための会

費なのてす

　「税を知る過1間」は、1玉［民生1舌に深

いかかわりをも・っている税について、

そのf七組みや使われ方などを広くみな

さんに知っていただくために設けられ

ているものです．

抽　　　脚　　　　　　　　　　　　　＃壁　　　 轡榊

使用料■1平方メートル当33，000円

受lf．・f期間■11月1日から16日まで

対　　象■市内に住んでいるかたで、

　　　　．墓地がないため遺骨を家や

　　　　寺又は納骨堂に安置してい

　　　　　るかたや、改葬〔市外から）

　　　　濫蝉を濃する

必要書類■①墓地使用許可申請書（健

　　　　康管理課にあります）②住

　　　　氏票抄本〔1通）　③印鑑
区画決定■11月30日（翁「1二前9時30分

　　　　から市民健康省；理；．土で．

申し込み・問い合わせ■．市健康管理課

〔容内線2156～2158）へ

●紙おむつサービスをします

　市では、訪問看護等在宅ケア総合推

進モデル募業の．・環として、紙おむつ

サービスを実施します

　対象は、在ぢ者であり、失禁状態て

常時おむつの使用を必要とするかた

　ただし、前年度所得額か非課税．世帯

のかたを優先します　課税．世帯のかた

は、実費負担があります，

　支給枚数は、　・日当たり4枚をめど

としますが、対象者数により変更する

ことがあります．

　お申し込み・問い合わせ■市健康管

理課（容内線2180｝へどうぞ

●「白い粉」の撲滅にご協力を

　麻薬・覚醒剤はみなさんの平和な生

活を破壊します。この恐ろしい白い粉

は、すべて外国から不正に持ち込まれ

ており、これを水際て取り締まってい

H月H日～17日／税を知る白油

　今年はとくに『暮らしを．支える不見』

　をテーマに税の意義や役割を正しく理

解し考えていただけるよう、いろいろ

　な行事を行います。

　　　★税務相談お受けします

　熊本国税局の税務相談室は、週間中
の11月91．1、日lrll商．．1＝会、義所で、［．長1税

　に関す・るビんなことでも相談に訂しま

す　一問は午前10時から午後4時まで

　です。お気軽にご利幽ください、

　　また、県税・市税についての相談は．

県税事務所（麿52－4148）、市税務課

　（君内線2115）でそれぞれ受け付けて

います。ぜひどうぞ。

　い織鱒塞旧識画一嚇
　るのが「税関」です。

　白い粉の密輸入を阻止するため、あ

なたのご協力をお願いします．見たこ

　と・聞いたこと、どんな小さなことで

　も税関に通報してください。

　連絡は細島税関支署（容52－2718）へ

　●青年海外協力隊員

　秋募集説明会を次のとおり行います
　日時・会場■11月14rl：延岡市社会教

　　　　　　　　　　育センター
　　　　　　11月15日：みやざき会館

　　　　　　11月16日：都城総合社会

　　　　　　　　　　福祉センター
資　　格■満20歳から39歳までの日本

　　　　　の青年男女（約1，000名）

派遣地域■アジア、アフリカ、中近東、

　　　　　中南米、中国、など47力国

派遣部門■農林水産、加工、保守操作

　　　　　1＝木建築、保健衛生、教育

　　　　　文：fヒ、スポーツ等（150耳哉手季）

説明内容■映画（現地隊員の活動乱録〉

　　　　　帰国隊員体験報告

　　　　　．般説明及び相談会

問い合わせ■宮崎県国際．交流課〔容

　　　　　0985－26－7004）

　●あっせんします
　　　　　　　1991年版県民手帳

　．市統計協会は1991年用の県民手帳を

あっせんしています。

　手帳は大型（14，5×8，8｝／金茶）

小型（12．9×8．4：ゴ／エンジ）で、価

格はいずれも400円。発行は11月．ヒ旬

の予定です。

　申し込み・問い合わせば、同協会事
務局（市企画課／實内線2213、2214）へ。

　　　　レ市川二ユース・行箏は市藤1テレホンサービス駿麗一飽◎⑥へ

1騰欝懸 壁　　　　．．●市役所の代表電話番号は52－2111番です
　　レ　　　．　　．

　●パートタイム労動旬間
　　　　　　11月1日～10日

　宮崎婦人少年室では、次の旬間行事

を実施します。

　パートタイマーダイアル相談
と　　き■11月6日　 9：00～19：00

・受f寸電話■　（0985）25－5531

　パートタイムで働いているかた、パ

ートタイマーを雇っているかた、今か

らパートタイムで働こうと思っている

かたなどのパートタイム労働に関する

相談をお受：けします，

　パートタイム雇用労務管理セミナー
と　　き■11月9日　13：30～16：00

と　ころ■みやざき会館

内　　容■講演「パートタイム労働指

　　　　針と就業規則」ほか
　参加申込は、宮崎婦八少年室（0985＞

25－5531へ。　　　　　　．ド’v』’．

も趨卿

…　　　　　負いません。②必ず釣り場

i　　　　　の清掃をして、検量場所へ

i　　　　　持ち帰る〔可燃物は釣り場

…　　　　　で焼却）。③協賛渡船をご

…　　　　　利用のかたは．検量券を提

i　　　　　示してください（割引ロ∫〕

1部　　門■メジナ、チヌ、タイ、イシ

…　　　　　ダイ、イサキ、ヒラマサ、

…　　　　　ハギ　　など12剖1門，

i検量時間■午後3時から午後6時まで

…検景場所■①みなと丸（美々津）　②

…　　　長栄丸障害③飛島丸
…　　　　　〔畑浦）　④富丸（細島｝

i　　　　の各船着場．地晩船
i　　　鋤は最寄りの検量場所
1新選会■当目行います，参加券に賞
…　　　　　品力当たる抽選券がついて

…　　　　　いますので、必ず住所・氏名・

i　　　　　電話番号を記入して販売者

　　　　　　か事務局に出してください。

広報uゆうが

引換期間■当日・受：け取れないかたは、

　　　　11月22日午後5時までに市

　　　　農林水産課へ引換．券を持参

　　　　して引換えてくたさい。

その他■①救命衣、磯靴は必ず着用

　　　　して、安全第・を心がけて

　　　　ください．②単独行動はせ

　　　　ず退く勇気を持ちましょう。

問い合わせ■大会事務局（市農林水産

　　　　　課／1勺線2314）

・墾野当乱暴

　スポーツの秋です。　「健康で生きる

よろこび』を合言葉に、親子でグルー

プでぜひご参加を。

［．】　　時■11月18日、午前9時受f寸9

　　　　時半スタート

参加資格■健康なかたならどなたでも

　　　　OK。1チーム3～6ノ＼で

　　　　編成。
内　　容■グランドゴルフ、インディ

　　　　アカテニス、砂浜マラソン、

　　　　チャレンジ・ザ・ゲームはか

．集合場所■お倉ケ浜運動公園

主　　催■．市教育委員会

持ってくるもの■弁当、水筒、タオル、

帽子など。

問い合わせ■市社会教育課（冒内線24
55、　2456）

目

●’90フィッシングジャンボリー

的■自然環境を守るために釣り

　場の‘青掃を行い、併せてマ

　　ナーの向ヒ、相互の友好、

　　魚族の増殖をはかる。

開催日■11月11日、荒天のときは11

場

　　月18日。

所■市内．一円（イクイパエから

　　．ヒツバエの間、、地白を含む〉

参加料■1，000円（保険料、賞品代を

含む。）

参加資格■どなたても（中学生以下は

保護者同伴）

参加条件■①保険金以外の責任は．・切
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●‡1読『∴㌘茎呉匿≒轟顎ご1斎1馨〒∵．．二一．．，

　　　　人口と世帯

騒欝欝∵
　　　　　　　　　　　　　　．　，

　　　納税メモ（11月）

　水千1」印押私己　　　2期

　国民健康保険税　　　5｝リヨ

納税で住みよい日向のまちづくり

　　　　　　　　　　　　　　．　　．

Oとり回内飼■
　元来、日本人は、忙しいことが美徳

という意識があります。これが、日本

入の勤勉性につながっているといえま

す。日本が経済大国となり、賃金もほ

ぼ欧米主要国並みの水準に達したのも、

こうした背景があるからだといわれて

います。

　しかし．経済大国になったにもかか

わらず．年間の労働時間は、それほど

短縮されていません。欧米諸国に比べ

ると、いまだに年間で200～500時間も

艮いのです、．これが、生活の豊かさを実

感できない要因の一つになっていま実

　これからの時代

　大切なのはメリハリのある生活

　単に長い時間働けばよいという時代

は終わりました．これからは、働くと・

きは一生懸命に働き、休むときはゆっ

くり休むという．メリハリのある生活

が大切になる時代です。

　ll月は、「ゆとり創造月間」です．

この機会に、囲ゆとりある生活とは何

か髄 �lえてみませんか。

□圖≡國■■■■臨，

・　　　3か月児

　　日　旺き■11月9、30日　 13：00～14：〔　0

　　土易　　1喜斤■【lI自jl呆健Fi斤　　　t容52．．．5101）

　　対　象■平成2年8月生ま才L

　　　7か月児
　　日　時■11月16日　　　13：00～14：〔．）0　㌧・・

　　圭易　　 F肝層目「自Jf呆健Fり十　　　（麿52　．．5101〕

　　対　象■平成2年4月生まれ
、　　1最早
　　日　　μ寺■ll月　6　目　　　　　 13：00～14：00

　　願昌ll謄撒｛貧内線21‘6）

　　　1歳6か月児
　　日　時■11月15日　　　13：00一一14：（）0

　　土易　　戸斤■rli重辻健康管理；き　〔麿「勺線2156＞

　　対　象■．LF成元年4目生まれ

　　　3歳児
　　日　貸き■11月2日　　　 13：00～14：00

　　土易　　Fi斤圏珪i民健康管理；ゴ．〔内線2156〕

　　対　象■昭和62年10∫】生まれ

　　　※時聞はいずれも受付の時間で』す；

　　　　母f健康手帳も忘れずに、

『『．…　；・　　親子映写会　　　i
　ロロロ　ロコ　　　　　　ド　

　1　”　　しこんノ．と5翻ま君た大　　　i

　　　　　　を墜ま’4乏　　　　　　…
　　　　　．≧重○学授ク7レ物蓋　　　1
　　　　　　　一、．一・．一∫弱　　！

■主　催　市教育委員会
1■とき11月21日㈱19：00～

1闘ところ　市中央公民館視聴覚室
㌦　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．　．．一一

広報1♪φうが

　　　　　　　　　　　　　　”、　自然と■康イベント’90

とき■10月27日・28日

ところ■延岡総合文化センターほか
　※27日には、午後1時からのオーフ．
ニンク．． Zレモニーに続いて、午後211与

から大相撲の鳴門親ノゴを溝師に迎えて

　自然と健康とのかかわll．1と題して
』國

ｷこ」やか1溝i寅会99力彗判力・矛します

第4回しおみの里文化祭
と　き■11月3日一5日

ところ■しおみの里

●11月の休日在宅医

3日■千代田病院〔外㌦郭外・胃腸・

　　皮・麻酔科♂＞52－7111｝　柳【II

　　pく院　〔産婦ノ、手斗♂D52－2950）

　　大平医院〔内・小児科♂り52－33

　　37）

4目■二木医院（産婦・外・胃腸・放
　　　身」線手こ｝’54－4468）　　　【日iPl冥F完

　　　（内・小児科4D52－2515）　‡高

　　　和病院（精神・神経科♂54－28

　　　06）

11［1■鮫島医院（整形外科’52－8191）

　　　吉森医院（内・胃腸科’52．．一40

　　　46）　永田医院（産婦人科♂卜52

　　　－3388）

12日璽．占賀内科胃腸科（’52－8118）

　　　長田医院（耳鼻・目引科’52－

　　　0266）　大久保医院（外・胃腸

　　　科’52－5338）白石病院（内・

　　　放・小児・呼吸器科’63－1365）

18目■向洋クリニ・ソク　〔泌・理学療法

　　　f斗♂り52－5488）　　　H］中4二院（「勺・

　　　放。＊青神示斗♂●63－2211）　　　日1白J

　　　内科（内・小児・胃腸科♂卜52－

　　　0880）　篠原医院（産婦・肛ll『

　　　有レ♂じ63－1059）

23il■こケ尻医院（整形外科♂52－55

　　　57）　康旧医院（産婦・肛門科

　　　♂53－7788）　松岡医院（内科

　　　’52－5407）　沼田医院（皮・

　　　泌尿器科’52－3785）

25目圏浦上医院（内・外・胃腸科’52

　　　－2936）　　山【1［ケミ院　（耳鼻・ロ因

　　　喉手下♂●52－22〔，3）　　負交農轟噺丙院（拳青

　　　神・1勺季斗♂●54－6801）

　※当番医がかわる場合があります。

　　テレホンサービス（容53一一1214）

　　で確認を．！
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全国着尿瘤週聞
　11月5日～11日

　　0愛のご寄付徹称略）

ン・黒木ク、次郎ll　4心癖：．．．凋ヒ原衝1【馬’♂・：場｝

．．
[たイ＜Ilヤゴ∪」再与　2　1レ・3トi1繁　r．　‘上．ヒ1芝）

：．ン戸高党＝．郎「落日1＞村1＝哲．也1切

言2〕レ森崎咲江〔細島〕〉日高敏IF・

1中厨Pレ高山旋㌻／lげ．「爬々津恥林川1垂

リ｝　〔1兵田∫〕　じ〉枯こイこF釜　〔士血見｝　：＞1尼1ミユ
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今月の表紙

　争年ブ）・ドγ＝校

の運動会は、台
風2Pナの影響で

延期され、g日
にf∫．われ圭した

　「尼童には待ち

に待一．、た運動会

で．秋晴れのド、

〕　　．

辮．
各一7ロク．．ラムに全ノJ

騨

を1LhLて参1川していました

　ここ、財．光ぎ・南小学校で．は、来年入

学＝する！劣ヒの．よいf．達を、お尼さんお

姉さんが電・II：コ．．．コで．集めてい去した

　　ピリオド

　．スホ．一．ソの秋．、1実化の秋．∫、食

欲ゐ秋．・・・…　と、「q季ノ）中で．は秋を二

二．するぼ薬が．・番多いゐで．はな・いて．し

ようか

　煙動会や各種スホーツノく会、／ζ1ヒ祭

なビなど．取材ネタはつきることがあ
り圭せ！t　 私も．　ノニノご丹毫し「．ま才｝r．て’与：

！’

ｵを撮るた．｛．fで．なく、秋を味わいたい

ノ，で．すが……　　それにつけても、撮．、

た写貞〔卒ウ．1の整β1曼が尺変です　　N
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